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自己評価及び外部評価結果

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

神奈川県川崎市川崎区桜本1-9-11

事業所はJR東海道線の「川崎」駅東口から臨港交通バスで15分の「桜本」バス停徒
歩2分の、昔懐かしい雰囲気の商店が並ぶ桜本商店街通りの一角にあります。1階は
同法人の運営するデイサービス施設で2階が定員8名の事業所となっています。
＜優れている点＞
「ふれあい・ささえあい・たすけあい・楽しみ・親しみ・慈しみ」の日常つくりを
基本理念として更に6項目に落とし込んで支援に繋げています。「ゆっくり・ゆっ
たり」の過ごしやすい日常つくりで安心できる環境を創っています。自分の食器の
下膳、食器洗い、棚への片付けなど自分の事は自分で行い、それが機能改善に繋が
るよう促しています。毎月の行事食などで季節に沿った手作りのメニューにチャレ
ンジして楽しいひと時つくりを考えて喜ばれています。「食事の味付け」は今、美
味しく食べることを基本として減塩食を多用することなく通常食を出しています。
＜工夫点＞
業務日誌とは別に個人記録[○○様の一日」にまとめています。担当職員が中心と
なり日常の様子を詳しく「月次報告」にまとめて家族に送っています。家族等の訪
問も玄関先で20分程度の実施を早くから行い、入居者、家族に喜ばれています。
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 1 ～ 14
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36 ～ 55

認知症対応型共同生活介護

グループホームさくらでは次のような介護理念を元に日々支援に努めております。
１，ゆったり、ゆっくりと過ごせる安心出来る生活空間を提供
２，その方が、その人らしく生きていく事に最善を尽くす
3，その方の希望を最優先するため、常にその方の意思確認に努める
4，高齢者の方々を敬う気持ちで支援する
5、やってあげる介護はそのかたの自立性を奪いかねません。どのような支援が望ま
しいかは、その方とご家族と共に考えてまいります。
特に5番にあげた自立性については、職員の主観や思い込みとならぬよう、声かけ、
意思の確認を行いその方の出来ること、やる事を重視より良い生活が送れるよう支
援に努めております。

Ⅴ アウトカム項目

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

自己評価項目

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

令和5年3月28日令和4年12月20日

http://www.rakuraku.or.jp/kaigonavi/

定員　計

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

〇 2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 〇 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

〇 2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 〇 4．ほとんどない

58 〇 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 〇 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，職員の2/3くらいが

〇 3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，利用者の2/3くらいが

〇 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 〇 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 〇 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

 事業所名 グループホームさくら

 ユニット名

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

株式会社フィールズ



グループホームさくら

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活
かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを
行い、そこでの意見をサービス向上に活かしてい
る。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えな
がら、協力関係を築くように取り組んでいる。

コロナウイルス感染症が流行してから
会議は開催されていないが施設の活動
報告は行っている。

隔月にて書面会議を行い、活動報告書
を作成し商店会理事、地域包括支援セ
ンター職員などの運営会議構成委員に
郵送しています。地域包括支援セン
ターとは連絡をとり、会議の予定や空
き情報等について相談をしています。

出来ていない。
生活保護担当からの連絡はあるものの
とく連携は出来ていない。

川崎区の担当職員とは必要に応じて相
談や電話連絡をしています。コロナ禍
での物資の支給も受けています。生活
保護の申請については相談の上、郵送
で申請手続きをしています。川崎区か
らの情報は主にメールで受け取ってい
ます。

コロナ過だった事もあり、外部との
外部との交流はない。
公園散歩や個別外出は最近行い始めた

自治会に加入して、回覧板を回してい
ます。地域の桜本商店街の理事と連絡
を取り合い情報を得ています。コロナ
禍前は「夏祭り」や「日本の祭り」に
参加し、神輿の休憩時にキュウリの浅
漬けを提供したり社会参加をかねて電
車やバスを利用した遠出もしていま
す。

実践は出来ていない。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

日誌に掲げているが、理念について話
し合っていない。
かなり前に立てた理念のため認識が
薄くなってきているように思われる

当初のNPO法人時から掲げている理念に
ついて2年前に見直し、更にわかり易く
6項目に具体化し共有して支援に繋げて
います。毎日の業務日誌にも理念を一
番上に記載して職員への喚起を促して
います。

株式会社フィールズ



グループホームさくら

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が、身体的拘束等の対象と
なる具体的な行為を正しく理解するとともに、身
体的拘束等の適正化のための指針の整備、定期的
な委員会の開催及び従業者への研修を実施し、緊
急やむを得ない場合を除き、身体的拘束等をしな
いケアに取り組んでいる。

7 6 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学
ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注意を払い、防止
に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を
関係者と話し合い、それらを活用できるよう支援
している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家
族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理
解・納得を図っている。

10 7 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並び
に外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反
映させている。

毎月の月報で報告。
また、電話連絡や手紙等で家族の意見
や声を聞いている

毎月1回の玄関先での面会を開始してい
ます。動けない入居者には感染に気を
つけながら居室での面会も実施してい
ます。家族へは毎月知らせる「月次報
告」に食事、排泄、睡眠、余暇活動、
往診結果、コメントを担当職員が記入
し郵送して伝えています。

利用している方はいるが、学ぶ機会を
持てていない。

契約時の説明は管理者が行っており、
職員は参加していない。
理解、納得してもらえるよう対応して
いる

ベット柵については理解しているが研
修等は出来ていない。

「入居者の家」に伺う意識をもち、仕
事に追われないよう、仕事優先になら
ないように職員は心がけて支援をして
います。管理者は職員に種々のストレ
スが無いか、言動や体調に気配りしな
がら声掛けしながら気になるときは話
を聴いて対応しています。

中断している身体拘束等廃止
委員会の開催や「身体拘束を
しない」研修を今後も継続さ
れ、運営推進会議に報告され
ることが期待されます。

言葉の掛け方でも虐待になる場合もあ
り、定期的に学ぶ機会を持つ必要があ
る

日頃の接し方や言葉かけ、スピーチ
ロックで気になったことは話し合いを
もっています。気が付かない事は事例
を基に話し合ったり、その場で管理者
が話し合いに入り、理解を求めていま
す。夜間の勤務時の排泄支援について
も定期的に確認し、失禁にならないよ
うに配慮しています。

中断している虐待防止に対し
ての取り組みを再開して、研
修会の実施、運営推進会議で
の報告やベット柵が必要な場
合の是非についての検討が期
待されます。

株式会社フィールズ



グループホームさくら

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 8 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提
案を聞く機会を設け、反映させている。

12 9 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務
状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている。

13 10 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の
確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会
をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪
問等の活動を通じて、サービスの質を向上させて
いく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくりに努
めている。

取り組みは出来ていない。

入居時、入居後も会話の中等で、その
情報を職員間で共有している

代表者は訪問することが少ない。
職員のモチベーションを上げる努力も
されていない

勤務経験の長い職員が多く、管理者は
勤務状況や個人の状況を良く把握して
います。必要以外の残業を無くし、管
理を徹底しています。少ない職員のた
め、休息は交代で取れる時間に取るこ
とを指導しています。

代表者が職員一人一人を把握出来てい
るとは感じていない。

管理者は日常の業務の中でよく話し合
いを行っています。問題点や悩みを拾
い出して改善への取り組みとなるよう
な建設的な話し合いに努めています。
コロナ禍が落ち着き次第、定期の研修
の再開を予定しています。

ミーティングの場では話をするが、コ
ロナ過でミーティングの回数がへって
いる。
管理者との意見交換は業務の合間に意
見交換をしている

管理者は職員との信頼関係の構築に心
を配り、職員の希望や意見を反映して
います。以前、気になる言葉遣いがあ
り、皆で話し合い改善に向かった例も
あります。毎朝夜勤者と意見、連絡事
項を日勤・夜勤ノートに記入して共有
しています。

株式会社フィールズ



グループホームさくら

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている。

20 11 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所
との関係が途切れないよう、支援に努めている。

本人を取り巻く環境を把握し継続的な
交流が出来るよう努力はしている

散歩や外出の折、顔馴染みの商店街で
自分たちの衣類や、八百屋で季節の果
物や懐かしいワラビ、タケノコ、水菜
を購入しています。郷里の話題や、好
きな演歌歌手のコンサートにも出かけ
るなど、入居者の馴染みとしての思い
を大切に支援しています。

個々の暮らしを大切にして、職員は共
に過ごすことで関係を築いている

面会が少ない為、月報や電話などで連
絡を取り合い、情報を共有し本人を支
援するための協力に努めている

入居時に家族の思いなどを伺い困って
いる事、不安な事を聞いている。
また、入居後も連絡を取り関係作りに
努めている

本人と家族の思いやり、状況を確認し
対応に努めている

株式会社フィールズ



グループホームさくら

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支援に努めてい
る。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 12 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている。

本人や家族にいぜんの生活歴を聞きそ
れに近い生活が送れるように一人一人
の生活環境の把握に努めている

日々の行動、発せられた言葉など生活
の視点から出来る事に着目し支援に繋
げられるよう努めている

契約終了後の関係は大切だと思うし取
らなければいけないと思うが、実際に
は出来ていない。
連絡が来たときは対応している

現在コロナの影響で外出はあまり出来
ていない。
日々の生活の中で本人の意向の把握に
努めている。また、家族の意向も参考
に職員間で情報を共有している。

自宅で生活しているように利用者の思
いを大切に支援しています。入居者同
士で居室に招き、お茶の用意をして会
話を楽しむ人もいます。家族に会いた
いという思いに沿い、面会を再開した
ことで涙を流し喜んだ人もいます。

相性が合わない方、認知、身体レベル
に差がある為、座席を工夫したり入居
者同士の関係が円滑になるよう努めて
いる
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26 13 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに
対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している。

30 14 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援してい
る。

協力関係にある病院より月２回の往診
を受けている

事業所協力医を訪問医とし看護師付き
添いで月2回の診察を受けています。診
察時に職員が立ち合い、指示や指導の
ポイントを記録して共有しています。
後日訪問医からも受診カルテが送られ
てきます。利用者の気になる症状など
は看護師に相談でき、医師、協力病院
への連携が取れています。

その時々の状況により必要な支援を
行っている

地域との協力態勢がとれるように取り
組みたいが、個々の残存機能に差があ
り全体のバランスが難しい状況にあ
る。また、コロナ過の状況もあり工夫
が必要

職員間で話し合っているが、家族や必
要な関係者との意見交換はあまり進ん
でいない

毎日の日誌記録や、家族に送る「月次
報告」、職員の意見を基に計画作成者
が介護計画を立て、6ヶ月ごとに見直し
をしています。各自の短期目標を職員
が把握し、日々の変化を申し送り時に
記録と口頭で伝え共有しています。

個別記録にて日々の生活の様子などの
情報を共有し実践や介護計画の見直し
に活かせるよう取り組んでいる
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や
気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝
えて相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるように、
病院関係者との情報交換や相談に努めている。又
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 15 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有
し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組ん
でいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員
は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実
践力を身に付けている。

35 16 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利
用者が避難できる方法を全職員が身につけるとと
もに、地域との協力体制を築いている。

マニュアルはあるが、定期的訓練は
行っていない。
職員全員が救命講習を受けるのが望ま
しいが、講習を受けた職員が中心とな
り定期的な訓練を行い、実践力に繋げ
る

定期的な訓練は出来ていない。
地域の協力は得ているものの、合同も
実施していない

「非常災害時の対応マニュアル」「洪
水時の避難確保計画」があります。2階
からの避難で建物の両側に梯子を用意
しています。消防署からの指導でベラ
ンダまでの避難指示も受け、桜本商店
街との間で災害時の協力関係も得てい
ます。

年に2回の避難訓練の計画を検
討し具体的に実施することが
期待されます。備蓄品につい
ても品目、数を検討し準備し
ておくことが望まれます。

積極的な情報交換はない。
入院時のカンファレンスには同席し情
報の提供やそうきに退院が出来るよう
働きかけている

入居者、家族との話し合いは十分に出
来ていない。また、事業所の力量、態
勢が終末期を支えるチームとして出来
ていないが、施設での看取り希望して
いる家族とは話しを行い、職員間で状
況の把握している

入居時に契約書の「医療上の必要への
対応」を説明しています。緊急の時の
協力医療連携も取れています。一人ひ
とりの状態に合わせて、医師、看護師
を含めて本人・家族の意向を聞き取
り、「ここで終わりたい」の思いに寄
り添い、今年度数名の看取りをしてい
ます。

日々の変化など24時間で相談、報告が
出来る。必要に応じ助言や往診、受診
対応などの指示がある
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 17 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している。

40 18 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている。

献立は決まっているが、当日のかいも
のや入居者の希望などにより臨機応変
に対応している
一人一人の好みの食事は難しいが、食
べやすく食材が重ならないよう工夫し
ている。入居者は積極的に準備、片付
けをしている。

朝は、業者搬入で、昼と夜は、入居者
の希望を聞き献立表を作成して調理し
ています。コロナ禍前は入居者も同伴
で食材を近くのスーパーマーケットで
購入しています。正月、ひな祭り、節
句、敬老の日は季節を感じる料理を提
供して、入居者の楽しんでもらえるよ
うに工夫しています。

個々のペースを優先。
可能な限り要望に沿った支援が出来る
よう散歩など入居者の意見を聞きなが
ら支援をしている

本人の意向で服装を選んでいる方が多
く尊重し見守っている。
ヘアスタイルの乱れや服装の乱れてい
る方には声かけや職員が手を貸し直し
てもらっている。
また、希望に応じて美容院や床屋にヘ
アカットに出かけている

職員の主観や思い込みで判断せず入居
者の立場に立った声かけに努めている
が、時として職員の感情になってしま
う事もあり、上手く伝えられない事が
ある

入居者の「今できること」、「やろう
としていること」を尊重し、衣服の着
脱や、食器の洗い方など否定しない見
守り支援をしています。職員からの意
見で「利用者の呼び方」についてを話
し合い「さん」づけに統一し入居者の
どんな状態でも目上の人である認識を
持つようにしています。

トイレの設備など個人のプラ
イベート空間の保護を見直す
ことが期待されます。

自由な発言が出来るよう環境作りや声
かけに努めています。本人による決定
が出来るよう動きに合わせ見守りをす
るよう努めている
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている。

43 19 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレ
での排泄や排泄の自立に向けた支援を行ってい
る。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫
や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる。

45 20 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援をして
いる。

便秘気味の方には牛乳など便秘に作用
する物を習慣的に摂ってもらっている

出来る限り希望に添えるよう努めてい
る。
入浴を楽しめるように入浴剤や年中行
事に合わせた物を湯ぶねに入れ入浴だ
けでなく季節も楽しめるように工夫し
ている

午後の入浴で1日おきに入り、希望にも
応じています。自立した入居者が多
く、その人のペースの入浴を見守って
います。着替えの時間も含めて2時間
ゆっくりと入る入居者もいます。浴槽
の湯の清潔感にも気をつけています。

起床、就寝前には実施している。
入居者個人によっては積極的歯磨きを
行っている方も見られている
また、必要に応じて歯科往診や受診を
行っている。

個々の排泄チェック表を確認し声か
け、誘導を行っているが、自らトイレ
に行かれる方が多く、見守りや排泄後
の後始末などの支援を行っている

日々の「排泄表」「食事、水分表」
「バイタル、服薬表」「昼間・夜間日
誌」「○○さんの1日」の記録を基に、
排泄支援しています。便秘がちの入居
者へは牛乳や果物の摂取を多くするよ
うにしています。失禁にならないよう
に食事前にさりげなく誘導していま
す。

食事や水分摂取量をチェックし記録し
ている。
水分量や栄養のバランスが取れるよう
に工夫している
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう
支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている。

49 21 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。また、普段は行
けないような場所でも、本人の希望を把握し、家
族や地域の人々と協力しながら出かけられるよう
に支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している。

個人で管理している方はいるが、基本
的には施設管理としている

やりたい事、好きな事が続けられるよ
う支援に努めている。
また、一人一人が役割を持ち生活が送
れるよう支援に努めている。

常に外出が出来る態勢は取れていない
が、天候が良い日は出来るだけ散歩に
出られるようにしている。
現在コロナ過の影響で外出が思うよう
に出来ていないが、落ち着いた際には
遠征も出来るよう支援に努める

コロナ禍前は、浅草で一泊や三浦海
岸、郷里の宮城県までの遠出などをし
ています。今年は感染に気をつけなが
ら近くの公園や桜本商店街に出かけて
います。ベランダに出て、保育園の園
庭で遊ぶ子どもの様子を見ながらベン
チで外気浴をして気分転換も図ってい
ます。

生活のペースやその時々の様子により
昼寝を勧めたり、心地よく眠りにつけ
るよう日中の活動や寝具に配慮するな
ど状況におうじて安眠、休息のしえん
を行っている

薬の処方や容量が変更された時には、
入居者の体調に注意し、変化が確認さ
れた場合には、医療機関の相談・報告
を行なう。
また、服薬時の飲み忘れや誤薬のない
ように注意している
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている。

52 22 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱を
まねくような刺激（音、光、色、広さ、温度な
ど）がないように配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている。

54 23 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わか
ること」を活かして、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫している。

使い慣れた物、使いやすいものを配置
している。また、配置への工夫を行
い、本人が使いやすく、安心出来るよ
うに心がけている

介護用ベット、エアコン、照明器具、
クローゼット、カーテンを備えていま
す。馴染みの家具やテレビ、布団を持
ち込んでいます。位牌、家族の写真、
人形や好みのカレンダーなどその人ら
しい居室になるようにしています。

個々の入居者の状況に合わせ不安や混
乱材料を取り除く環境整備に努めてい
る

換気や気温、湿度の調整に配慮してい
る。また、動く際の動線にも注意して
いる

大きなミカンの木や樹木が見える2階の
リビングは季節を感じることができる
空間となっています。天気の良い日に
は近隣の保育園や小学校の建物から子
供たちの声が響き、明るい雰囲気と
なっています。湿度、温度にも配慮し
ています。リビングの水槽では亀やメ
ダカなども飼い、穏やかな環境を作り
出しています。

ソファーやテーブルの配置、同席する
相手などに配慮している
生き物を飼育することで自分の家とい
う認識を、スナップ写真などで気持ち
を和ましてもらっている

希望に応じて電話をかけてもらってい
る。中にはスマートフォンを持ち込ま
れている方もいる。
時には投函を頼まれる事もある

株式会社フィールズ



優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標
目標達成に向けた

具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 6,7

コロナ禍の事もあり、今年度は前年度
以上にミーティングの開催を控えてし
まった。その為、業務中に気付いた事
は話し合ったり、声かけを行ったりし
たものの研修や定期的な委員会の開催
は出来ていなかった。

ミーティングの際は具体的な研修内容
を決めて実施する。
身体拘束については、委員会のメン
バーが中心となり、委員会での話し
合った結果を他の職員と共有してい
く。

定期的なミーティングの実施に加え身
体拘束等廃止委員会の開催を年度予定
にする。また、虐待防止についても同
様に定期的なミーティングの予定に組
み込んでいく。

12ヶ月

2 35

定期的な避難訓練が出来ていない 年2回の避難訓練の実施に加え、地震、
水害に対する訓練の実施。
備蓄品についても、必要な備蓄品のリ
ストを作成しローリングストックに取
り組んでいく

年中行事の予定に避難訓練を組み込み
実施する。また、ミーティングの際に
は避難の手順などの確認し共有してい
く。

12ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

2022年度
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